
石井式漢字教育革命 第三章 部首による合理的な漢字学習法 
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意味を持った“冠”の例 

 

ウ
う

冠
かんむり

 屋根の象形で、家の意味を表わした部首です。 

安＝家に女がいれば、安心していられます。会意字。 

穴 冠
あなかんむり

 穴の意味の部首。 

空＝穴は何にもない部分ですから、“何もない”“から”という

意味を表わした字。空屋
あきや

。また、何もない“そら”の意味にも使います。

“空気”は、目に見えないので、“何もない”ようだから“空気”と言いまし

た。音は工
クウ

で、形声字。 

草冠 草の意味の部首。 

草＝早
そう

は発音を表わしたもので、形声字。 

花＝草のお化
ばけ

。会意・形声字です。 

竹 冠
たけかんむり

 竹の意味の部首。 

筆＝聿は筆を手にした象形字。柄が竹なので竹を加えました。

音は聿
ひつ

、会意・形声字です。 

雨冠 天気、気象に関係する言葉を表わす部首。 

雲＝古い字は単に“云
うん

”で、これは雲の象形です。雨を降ら

す云ということで“雨”を加えました。会意・形声字。 

発頭
はつがしら

 両足をそろえた形を表わした部首。 

発＝両足をそろえた形で、これから“出かける”ことを表わし

ました。 

登＝“上の方へ”出かける”ことを表わした字です。音は豆
とう

なので、形声

字。 

老頭
おいがしら

 老人の意味の部首。 

孝＝老人を子が背負う形で、会意字です。音は （こう）な

ので、形声字でもあります。 


